平成27年度事業計画
社会福祉法人ラポール

１、法人全体の事業計画
（１）法令遵守の徹底をはかり法人の適正な運営をすすめます。

　　　１）監事監査（業務監査・会計監査）毎月実施します。

　　　２）役職員研修会を毎月実施し、利用者の人権尊重、虐待防止、法令遵守の周知・
徹底をはかります。

　　　３）公費請求の厳密な二重点検を実施します。

　　　４）法人ホームページで開示すべき情報の公開を行います。
（２）国の施設整備補助金獲得に向けて努力しグループホーム第２棟の建設を目指します。
（３）サービスの質の向上に向けて職員の職務能力の向上と処遇改善をすすめます。

　　　１）福祉・介護職員処遇改善加算を活用し、基本給の改定、キャリアパスの策定を行い雇用条件の改善をすすめます。
　　　２）職員の専門資格取得に向けて計画的な支援を行い、資格手当を新設します。
　　　３）グループホーム担当者手当の新設、グループホームオンコール制度の実施、職員の定期的人事異動などグループホーム職員の処遇改善と法人のバックアップ体制を強化します。
　　　４）利用者増に伴いサービス管理責任者資格者の増員をはかります。

　　　５）利用計画作成件数増に伴い相談支援専門員増を準備します。

（４）隣接農地購入をふまえ農作業部門を開拓し、就労支援事業の活性化と工賃向上に取

　　　組みます。

　　　１）新規部門として農作業を開拓し各作業部門利用者数の標準化をすすめます。

　　　２）利用者増をふまえ平成28年度に就労継続支援事業Ｂ型の定員増を準備します。
（５）職員の参加により委員会活動を活発に展開します。
　　　虐待防止委員会　　　　　　通信発行と研修会実施

　　　広報員会　　　　　　　　　広報紙の３回発行

　　　給食委員会　　　　　　　　給食トラブル報告書作成と給食だより発行

　　　夏祭り・年末懇親会委員会　地域に開かれた夏祭り開催

　　　旅行委員会　　　　　　　　利用者さんの日帰り旅行の企画

　　　防災・感染症対策委員会　　防災・感染症対策企画

　　　ヒヤリハット委員会　　　　ヒヤリハット報告と研修会実施
（６）利用者の健康管理を強化します。

　　　１）定期健診（年２回）・歯科検診（年２回）を実施し、アフターフォローを強化します。
　　　２）健康管理・服薬管理に関するアセスメントを強化します。
（７）社会的要請をふまえ、社会福祉法人による地域公益活動（社会貢献活動）に取組み
　　　ます。

　　　１）設置が予定されている大分県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会に参加します。
　　　２）同協議会が予定している生活困窮者等に対する相談支援事業（「おおいた“くらしサポート”事業」）等を支えます。
（８）すべての事業分野で安心・安全を確立します。
　　　１）設置したＡＥＤの取扱い訓練など防災・救急救命訓練を定期的に実施します。
　　　

２、多機能型就労支援事業「マルシェ」の事業計画
（１）農作業部門を開拓します。

　　　１）生産技術の基礎を確立し野菜作りを始めます。

　　　２）販路を開拓し工賃向上に結び付けます。
（２）一般就労・就労定着に向けて支援します。

　　　１）ハローワーク、障害者就労支援機関と連携し、就労促進と就労定着に取組みま
す。

　　　２）実習・見学受け入れ企業を開拓し就労機会を拡大します。

　　　３）就労後の職場定期訪問・相談を強化し定着率を高めます。
（２）工賃の向上をはかります。

　　　１）大分県の同種施設平均及び前年度実績を上回る工賃を目指します。

　　　２）適性な原価率の維持、付加価値の高い新しい作業の開発、ＬＥＤ化によるコスト削減、販路拡大により利益の拡大をはかります。
（３）障害の種別や程度に拘らず多くの方が楽しく利用できる施設にします。

　　　１）６：１の職員配置基準を超える職員の加配体制を組み重度の障害の方も充実した就労参加ができるようにします（目標工賃達成指導員配置により４：１以上

　　　　　の職員配置基準）。
　　　２）受け入れ先の少ない精神障害の方、通所日数の少ない方でも利用できるようにします。
　　　３）発達障がいの方が落ち着いて利用できるように工夫します。
　　　４）健康管理・服薬管理・生活リズムつくり・身だしなみ・運動・清潔保持についてきめ細かい支援を行います。
　　　２）クラブ活動・旅行・懇親会・音楽鑑賞会・外食・夏祭り・もちつき大会・成人祝賀会・運動会（あおぞらフェスタ）など皆で楽しめる企画を充実させます。

　　　３）障害基礎年金・福祉サービス制度の活用・生活保護・金銭管理サービス・成年後見制度の活用などの相談・支援に取組みます。

（５）増築した作業棟を活用し、28年度に定員１０人増が実現するよう準備します。
（６）計画・目標
	利用者
	就労継続支援Ｂ型（定員44人）
	59人（平均通所率83％）

	
	就労移行支援（定員6人）
	6人（平均通所率85％）

	販売目標
	年間2,050万円

	工賃目標
	就労継続支援Ｂ型
	月平均16,000円

	
	就労移行支援
	月平均16,000円


３、グループホーム「グランディール寒田」の事業計画
（１）介護サービス包括型グループホームとして運営します。

　　　１）１階をグランディール寒田１、２階をグランディール寒田２とします。

　　　２）世話人配置は４：１とし支援度の高いかたにも対応できるようにします。

（２）地域の中で楽しく暮らすことができるよう支援します。

　　　１）「自分の家」としてくつろげる場にします。
　　　２）健康・栄養のバランスに配慮した食事を提供します。利用者も可能な限り食事つくりに参加して自立した生活力を養います。
　　　３）外食会、食事会など楽しい企画を組んで親睦を深めます。

　　　４）健康管理・服薬管理・生活リズムつくり・身だしなみ・入浴・洗濯・掃除・運動・清潔保持・金銭管理・外出・買物・通院について自立支援を行います。
　　　５）就労先、ジョブコーチ、通所事業所と緊密に連携をはかり円滑に就労（福祉就労）できるよう支援します。
（４）集団生活に適応しマナーを身につけることができるように支援します。

　　　１）当番制で掃除、配膳、片付けなどを行います。
　　　２）利用者会議を開いて問題解決をはかり、ルールを自分たちで確かめていきます。

（５）安全確保を徹底します。
　　　１）スプリンクラー・非常消防通報装置・セキュリティ会社との緊急時対応契約・毎月の避難訓練により安全を確保します。

　　　２）災害に備えて非常食・非常電源を確保します。

　　　３）夜間宿直職員とマルシェの職員による緊急時支援体制で安全を確保します。

　　　４）地域との交流を深めて防災体制を強化します。

（６）グループホーム職員の処遇改善と資質の向上に取組みます。

　　　１）緊急時の呼び出しに備えた待機システム（オンコール制度）を導入し、安心して支援できるバックアップ体制をとります。
　　　２）グループホーム担当手当を新設します。

　　　３）法人全体の定期的人事異動で担当を交代で担うことにします。
（７）計画・目標

	利用者
	グランディール寒田１（定員7人）
	利用者7人

	
	グランディール寒田２（定員7人）
	利用者7人

	日中生活
	一般就労2人、マルシェ通所12人（送迎車利用12人）

	職員配置
	世話人4:1配置


４、障害児通所支援・放課後津デイサービス「プレジール」の事業計画
（１）以下の基本計画に基づき放課後デイサービスを実施します。

1） 利用定員10人（1日当たり利用限度15人）とします。

2） 対象は支援学校（学級）の小・中・高の児童・生徒とします。
3） 放課後及び夏休み等の学校の休みの期間（土日・祝祭日を除く）に営業します。

4） 学校―事業所―家庭の送迎を実施します。

5） 児童発達支援管理責任者資格者を増員します。必要な研修を受講して資格を取得します。

（２）自立した生活をおくり集団・社会に上手に適応できるよう支援していきます。
　　　１）「楽しく遊ぶ」「好きなことに取組む」「友達と仲良くすごす」「上手に意思表示

（コミュニケーション）をする」「お互いに認め合う」「得意なことを見つける」

「年令の異なった人と過ごす」など成長していく上で基本となる体験が楽しく出来る場所にしていきます。
　　　２）衣服の着脱、排泄、片付けなど自立生活の力をつけていきます。

　　　３）心の安定（自分と周囲の折り合いをつけていく）をはかれるようにサポートし

　　　　　ていきます。

　　　４）学校・保護者との連携を密にして支援します。　　　

（３）避難訓練を定期的に実施します。

　　　１）落ち着いて避難できるよう練習を重ねます。

　　　２）職員が救急・救命技術を体得し安全を確保します。

（４）職員の研修をすすめます。

　　　１）発達障害研修に参加します。

　　　２）児童発達支援管理責任者講習会を受講します。

（５）計画・目標

	利用者
	定員10人
	18人（1日15人まで）

	職員配置
	２人以上（3人以上配置）
	

	開所日数
	241日
	延べ利用者数
	2,514人

	１日当たり平均利用者数
	10.4人


５、相談支援事業所「リュミエール」の事業計画
（１）特定相談支援事業・障害児相談支援事業を実施します。
１）利用計画書作成、モニタリング、基本相談に取組みます。
２）相談対応は月曜日～金曜日（祝祭日を除く）の午前9時00分～午後5時00
分とします。
３）相談支援員は専任で1名配置します。
４）相談支援員研修を受講し相談支援員の複数化を準備します。
（２）職員の研修を行い専門的な相談支援が行えるようにします。
　　　１）関係機関の研修に積極的に参加し専門的力量を高めます。
　　　２）相談支援員連絡会議に参加し相談支援の基本を共有化します。
（３）関係機関との連携を深め総合的な相談支援を行います。
　　　１）多様なサービス提供機関の情報を密に把握し、連携を深めて利用者のニーズに応じた総合的な相談支援を行います。
　　　２）行政・学校と連携し円滑な利用計画作成・支給決定に結び付けます。
（４）公正で適切な利用計画作成・モニタリングを行います。
　　　１）丁寧なアセスメントに基づき障がい者ご本人の意向を尊重して公正な利用計画
書を作成します。
　　　２）利用者・事業所訪問を行い利用計画の見直し・モニタリングをきめ細かく行い
　　　　　ます。
（５）利用者の人権を尊重し法令を遵守します。
　　　１）管理者が虐待防止責任者・業務管理責任者となり虐待防止・法令遵守を徹底し
　　　　　ます。
　　　２）個人情報の守秘義務を徹底します。

（６）計画・目標

	利用計画作成
	年間1２0件
	原則年１回作成

	モニタリング
	年間１０８件
	


６、日中一時支援事業所「エスポワール」の事業計画

（１）事業の目的
　　　障がい者等の日中における活動を確保し、障がい者等の家族の就労支援及び障がい
者等を日常的に介護している家族の疾病時等の場合の一時的な休息の確保を行います。
（２）事業の利用対象者の居住区域
　　　大分市内の全域とします。
（３）事業時間
　　　祝祭日及び12月２９日～1月3日を除く月曜日から金曜日の午前９時00分から
　　　午後5時30分までとします。
（４）事業所の所在地と場所
　　　大分市大字下戸次字中姉子1253番の就労継続支援Ｂ型事業所マルシェの事業所内
　　　とし、相談室、談話室、便所、洗面室はマルシェと共用とします。
（５）利用者の定員
　　　利用者定員を１０名とします。
（６）支援の内容
　　　１　日常生活における基本的知識・技能の付与
　　　２　集団生活への適用のための訓練
　　　３　健康管理の援助
　　　４　見守り
（７）送迎
　　　利用者の必要に応じて送迎を行います。
　　　利用者負担は無料とします。
（８）職員体制

　　　管理者１名（兼務）と支援員（常勤1名）とします。

（９）計画・目標

	利用者
	定員１０人
	利用者９人

	
	延べ利用回数
	1,346回

	
	１日当たり利用者数
	5.6人
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